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理 念

思いやりのある安全で質の高い医療を提供し
地域社会に貢献します。

基本方針

１．患者中心の医療

２．医療の質・安全

３．地域貢献

４．救急・急性期・高度医療

５．職場環境

６．チーム医療

７．人材育成

８．健全経営

患者さんの権利を尊重し、満足度の高い医療を提供します。

安全で質の高い医療を提供し、信頼される病院を目指します。

地域医療福祉機関との連携、予防医学の推進により地域社会
へ貢献します。

地域基幹病院として、救急・急性期・高度医療を提供します。

働きがいを感じることができる職場環境をつくります。

職場間連携を強化し、チーム医療を推進します。

地域医療のリーダーシップを担う人材を育成します。

医療資源を最大に活用し、健全な病院経営に努めます。



当院では、病診専用予約枠を設けて、先生方からご連絡を頂いた患者さんの依頼検査を実施
しております。ご予約可能な検査は以下の通りです。

地域連携課のお問い合わせ先について

・ CT ・ MRI ・ 内視鏡 ・ RI

・ PET/CT ・ 超音波

ご予約可能な検査

・各種検査のご依頼は、完全予約制となっております。
上記「各種検査のご予約：028－626－5674」は検査予約専用の電話回線となっており、
できるだけお待たせすることのないような体制をとっておりますので、ぜひご活用ください。

・検査結果につきましては、おおよそ5日以内(土日・祝日除く)にご依頼頂いた先生へ郵送
いたします。患者さんへの結果説明は、ご依頼元の先生よりお願いいたします。
またお急ぎの際はご予約時に事前にお申し出ください。

地域の医療機関の皆様には、日頃より当院「地域連携課」へのご支援・ご指導を賜りまして
深く感謝申し上げます。

新年度が始まりましたので、次頁にあらためまして各診療科の紹介を掲載いたします。ぜひ
ご参照いただき、ご紹介の際等の参考にしていただければ幸いと存じます。専門外来や各種
検査のご予約は下記の通り承っております。

地域連携課 お問い合わせ

■受付時間 月曜日～金曜日 9:00 ～17:00

土曜日

■緊急のご紹介・診察のご予約・
その他のお問い合わせ など

028-626-5595

■各種検査のご予約

028-626-5674

超音波は腹部、心臓、頸部等、多岐にわたる種類の検査に対応しております。
検査希望の部位をご相談ください。

information

当院 地域連携課では、先生方から緊急紹介や検査予約のご連絡を頂く際、できるだけお待たせすること
のないように、電話回線を分けてご用意しております。用途に応じて、下記連絡先までお問い合わせいただ
きますようお願いいたします。

9:00 ～12:00
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この度設置いただいた超音波センターの医師の一人として、2022年4月付けでご採用い
ただきました谷口です。気持ちを新たに、超音波検査を担当させていただいています。

当院の超音波検査は、これまで超音波診断科として対応していましたが、検査数、検査
精度、新たな検査手法について、質的に量的に一層の活性化を図る目的で、超音波センタ
ーの３名の常勤医、１名の非常勤医（いずれも超音波指導医または専門医）の下で活動を
始めました。心臓を含めた全身を対象とする検査室として、県内はもちろん、県外を含め
ても充実した施設と専属スタッフとなっています。

今年３月まで自治医科大学の臨床検査部で専ら超音波検査を行っていました。鳥取県出
身で、学生時代は自治医大で過ごし、自治医大に勤めてからも既に30年以上経過し、人
生の2/3の期間を栃木県で暮らすことになります。これまで、地域の診療所で２年間、へ
き地病院で３年間の第一線の臨床を経験させていただき、第一線での超音波検査の有用性
を体感しております。そこで、最近10年くらいは、POC（ポイントオブケア）超音波と
呼ばれる医師がその場で超音波検査を行う活動の普及に興味を持ち、学会を通して、第一
線の先生方、研修医などを対象とした超音波のハンズオンを行っています。これから超音
波検査を考えておられる、またご興味をお持ちの先生方には、POC超音波をキーワード
に検索いただければ、学会のホームページでご覧いただけます。

本院の超音波は、皆様方のご協力をいただきながら、地域医療に貢献できる検査業務、
医師・技師の検査教育、新しい検査手法の取り込みを目標として行きたいと考えています

今後、よろしくお願いいたします。

ご挨拶

谷口 信行

超音波センター長

略歴

1981年 自治医科大学医学部医学科 卒業
1981年 鳥取県立中央病院研修医
1988年 鳥取県名和町立国保名和診療所 所長
1993年 自治医科大学臨床病理学 講師
2006年 自治医科大学臨床検査医学教授、検査部長
2022年4月 済生会宇都宮病院 超音波センター センター長

自治医科大学名誉教授・客員教授
医学博士
日本超音波医学会専門医、指導医
日本検査医学会専門医

連携医の皆さまへ

超音波センター開設にあたって

Greetings
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2022年4月より済生会宇都宮病院超音波診断科に赴任致しました亀田徹と申します。
1996年に北海道大学を卒業し、札幌と東京で救急・集中治療の研修を受け、救急科専門
医として活動する中で、ベッドサイドで素早く実施できる超音波検査を習得したいと思い
が強くなりました。幸いにも超音波診断科、前主任診療科長の川井夫規子先生の下、約1
年半にわたり超音波診断全般の研修を受ける機会を得ました。その後は超音波診断をサブ
スペシャリティとしながら、北海道と長野で救急医療に取り組んで参りました。また並行
して救急超音波やpoint-of-care超音波（ベッドサイドで医療従事者が行う超音波検査）
をテーマに、様々な角度から有用性を検討してきました。前職の自治医科大学臨床検査医
学講座では、超音波検査業務をはじめ、超音波医学教育や、注目されている肺エコーの基
礎研究に携わっておりました。

この度、かつて超音波検査の研修を受けた済生会宇都宮病院に19年ぶりに赴任する機
会を得て、感慨深いものがございます。総勢3名の超音波専門医と超音波検査を担当する
15名の臨床検査技師と協力し、各診療科と連携し、最新の診断技術を取り入れながら、
より質の高い超音波検査を提供し地域医療に貢献できるよう取り組んでゆきたいたいと存
じます。またポケットサイズの携帯型超音波診断装置の普及が示すように、今後一段と関
心が高まることが想定されるpoint-of-care超音波についても積極的に関わっていきたい
と考えております。どうぞよろしくお願い申し上げます。

亀田 徹

超音波診断科 主任診療科長
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2022.4 超音波センターを開始しました

超音波検査も当院の病診連携に参加しています

新たに８月より始める肝臓の超音波検査をご紹介します。主な対象疾患は慢性肝障害（肝硬変症）と脂肪織炎
（肝障害を伴う脂肪肝）で、非侵襲的に肝の重症度評価ができる点で優れています。
肝硬変症は、ウイルス、アルコール、自己免疫、脂肪沈着などが原因で肝臓が硬くなる疾患です。以前は硬さ
の程度を手軽に定量的に評価する手法がなく、肝生検が行われていましたが、最近では専用または認証された
超音波装置を用いて評価できるようになりました。一方、脂肪肝はより一般的な病態で、肥満、生活習慣病、アル
コールとの関連がよく知られています。最近注目されているのはお酒を飲まない脂肪肝の方に発生する非アルコ
ール性脂肪肝炎（nonalcoholic steatohepatitis：NASH）です。以前、非アルコール性脂肪肝は肝硬変症にならな
いといわれていましたが、今ではかなりの率で肝酵素が増加し、肝硬変症さらには肝細胞癌の原因として看過でき
ないものになっています。脂肪肝自体の診断は一般的な超音波装置、CT検査でも可能ですが、これまで治療中
の肝脂肪の増減を非侵襲的にかつ定量的に検査する手軽な方法がありませんでした。

画像診断では放射線科の依頼が多いのですが、今年度から超音波検査科の常勤の医師（超音波専門医）が
３名になり、超音波検査もこれまで以上にご紹介いただけるよう体制を整えています。現在対象としている腹部と
甲状腺について近くご紹介いただける枠を増やす予定です。病診連携でご紹介いただいた方の超音波検査は、
経験のある検査技師と超音波専門医との２名で検査を行い、医師から患者さんへの説明後に、検査レポートと
お返事をご紹介いただいた先生方にお送りしております。

また次にご紹介する新しい検査も、腹部検査に追加して検査できますので、腹部超音波検査と同時にご依頼
いただくことも可能です。

これから行う新しい検査のご紹介

今回ご紹介した手法は、肝硬変が疑われる方、脂肪肝で炎症を起こしている可能性が
ある方を対象とした検査（200点）で、一般的な腹部超音波検査後に追加検査可能です。

●以下簡単に、測定法についてご紹介いたします●

（ア）肝硬度検査および超音波エラストグラフィーは、肝臓の硬さを定量的に計測するものです。原理は、正常
の肝臓は柔らかく圧力により変形しやすいのですが、肝硬変症では圧力に対し変形しにくくなります。
一方、波の伝わる速度は硬い組織では速く柔らかい組織では遅いことが知られていますので、伝わる波
の速度を測定することで組織の硬さに変換できるわけです。利用されている手法は主に2つあり、１つは
肝硬度測定とよばれ体表面から外的に“ドン”と振動を与え肝臓を伝わる速さを測る手法で、フィブロスキ
ャンという専用の装置が使用されます。もう１つは、超音波エラストグラフィーと呼ばれ、探触子（プローブ）
から肝臓の内部に強い超音波を発射することで肝内部に振動を起こしその伝わる速度を測定します。
複数の社から後者の手法を用いた認証装置が販売されていますが、当院ではキャノン社の認証装置を
使用し、肝臓の硬さを計測します。

（イ）一方、肝脂肪沈着の検査として利用されるのは、超音波を用いて肝臓内の脂肪含有量（率）を推定する
超音波減衰法検査です。これは、肝内脂肪が増加すると、通常より超音波が弱まりやすくなることを利用
します。この時の超音波の弱まり方と脂肪含有量との関連が強いため、弱まる度合い（減衰定数）を測る
と肝脂肪の程度が推測できるわけです。こちらは、保険点数ではNASHのような脂肪肝炎を起こす疾患が
対象となりますが、将来は一般的な脂肪肝の評価にも役立ちそうです。

SWE画像

（Shear Wave Elastography）

ATI画像

（Attenuation Imaging）
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放射線治療は1990年代に始まったIT革命の恩恵を直接的に享受し急速に進歩してきました。
近年では治療計画装置の計算速度の向上により複雑な照射立案が可能となり、かつそれに対応し
た優れた照射技術を有する治療装置の開発も進み、高精度放射線治療と呼ばれる精密な治療も行
われるようになっています。当院では従来の治療装置に加え、令和3年末に最新のリニアック装
置1台と治療計画装置4台を新規稼働させ、令和4年4月1日付で放射線治療センターを開設致しま
した。これまでも年間400名を超える症例を治療して参りましたが、一方でマシンパワー、マン
パワーの限界により高精度放射線治療はごく一部の症例にしか行えておりませんでした。今後は
通常治療の充実とともに、高精度放射線治療もより積極的に行って参ります。

高精度放射線治療には正常組織への被曝を抑えつつ病巣に十分な放射線量を投与する強度変調
放射線治療があり、有害事象を減らしつつ腫瘍制御を向上させることができます。脳転移や早期
肺がん等にピンポイントで1～少数回の高線量を投与する定位照射も高精度放射線治療のひとつ
です。特に脳転移では当センターで導入したHyperArcⓇと呼ばれる治療により複数脳転移でも
短時間で照射可能となります。これについては別項で詳しくご紹介いたします。

また当センターでは緩和治療にも力を入れています。悪性腫瘍の罹患数は増加傾向であり、そ
の背景として高齢化があります。外科治療、薬物治療の進歩によりがん患者の予後は延長してい
ますが、一方で担癌患者の高齢化はより顕著となってきています。根治は叶わぬ場合でもがんに
よる苦痛を軽減し、QOLを保つ治療を求める大勢の患者様がいらっしゃいます。放射線治療技
術の進歩により緩和照射でもより正常組織の被曝を減らし、より少ない照射回数での治療を提供
できるようになっています。以前であれば難しいとされていた過去に放射線治療歴のある方への
再照射、追加照射を行うことも増えています。

済生会宇都宮病院放射線治療センターは最新の高精度放射線治療から緩和照射まで、地域の多
くの方々の治療に貢献していく所存です。宜しくお願い致します。

ご挨拶 Greetings

柴山 千秋

放射線治療センター長

連携医の皆さまへ

放射線治療センター開設にあたって

。

略歴

1990年 秋田大学医学部卒。自治医科大学放射線科で研修
2006年 自治医科大学放射線医学教室講師
2007年 済生会宇都宮病院着任
2016年 済生会宇都宮病院 放射線科診療科長
2022年 済生会宇都宮病院 放射線治療センター センター長

医学博士
日本医学放射線学会 放射線治療専門医
日本がん治療認定機構 がん治療認定医
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新放射線治療システムについて

新システムの最大のセールスポイントは脳腫瘍に対する放射線治療技法のひとつであるHyperArc🄬です(図1)。

化学療法の進歩により担癌患者の生存期間が向上するに従い、遅発性の転移性脳腫瘍の罹患率が増大していま

す。これまで、複数個の転移性脳腫瘍が発見された場合は、治療プロセスが比較的簡便で、迅速に治療が提供で

きる全脳照射が行われてきましたが、予後が改善するにつれ、放射線治療の晩期障害による認知力低下が臨床的

な問題となってきています。そこで、多発性の腫瘍それぞれをピンポイントで照射する定位放射線治療が行われるよ

うになりましたが、多発性転移性脳腫瘍に対する定位放射線治療は、これまでは脳腫瘍専用装置であるガンマナ

イフ🄬や定位放射線治療専用装置であるサイバーナイフ🄬によって行われてきました。しかしながらいずれの専用

装置も、転移性脳腫瘍、一個一個に対しそれぞれ治療するので、転移数が増えるに比例して照射時間が長くなる

という欠点がありました。また、いずれも専用装置のために治療施設が限定され、当院の症例でも時に県外に治療

を依頼することが少なくありませんでした。

新設された汎用型放射線治療装置本体はVarian社製True Beam🄬で、同社の最高位機種となり、栃木県

内では初導入となります。また、放射線治療の司令塔となる治療計画装置は最新鋭装置を２機種導入しました

（Varian社Eclipse🄬2台、日立製作所Ray Station🄬2台）。いずれの治療計画装置も、これまでの複数の手動プ

ロセスが半自動化され、これまで行ってきたようなconventionalな放射線治療であれば、より正確かつよりスピィ

ーディーに放射線治療を提供できるようになりました。

～放射線治療の最前線～

多発脳転移へのHyperArc（ハイパーアーク）を開始しました

図１：システム全体図 HyperArc🄬

HyperArc＠について
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今回導入したHyperArc🄬は、強度変調回転照射法（Volumetric-modulated arc therapy;  VMAT）を応用

した高精度放射線治療の一つであり、患者の固定と位置照合を、5分程度かけて行うと、以降は治療中に治

療寝台位置を所定の角度に自動で変更しながら、VMATを多軌道で行うことができます。上記の専用装置と

異なり、一度に複数の病変を治療できるので(図2)、転移性脳腫瘍が10個であれ20個であれ、脳転移の数に

依存することなく照射時間は15分程度で治療可能です。さらに、ガンマナイフ🄬では患者固定のために金属フ

レームを局所麻酔下で頭蓋骨に直接固定しますが、HyperArc🄬では顔面全体をプラスチックネットで固定す

るだけで済むので、より患者の苦痛を減少させることができます(図3)。また、トモセラピー🄬と呼ばれるリング型

ガントリを利用した高精度放射線治療装置でも同程度の治療時間で多発性転移性脳腫瘍の治療が可能で

すが、HyperArc🄬ではトモセラピー🄬よりもさらに脳幹部や海馬、眼球、涙腺などの正常組織への線量を低減

することができます。

地域のがん診療の拠点を担ってきた当院が、短時間で効率的、かつ、低侵襲でピンポイントに多発性転移

性脳腫瘍を治療できるHyperArc🄬を導入したメリットは大きいと考えています。

筆者紹介

放射線科 医長

放射線治療センター 副センター長

荒川 和清
あらかわ かずきよ

【略歴】

1988年3月 栃木県立宇都宮高等学校卒業

1995年3月 信州大学医学部卒業

同年 4月 信州大学医学部放射線科教室入局

2007年4月 済生会宇都宮病院放射線科勤務

2022年4月 放射線治療センター 副センター長

【専門医認定等】

日本医学放射線学会 放射線治療専門医

日本がん治療認定機構 がん治療認定医

日本IVR学会 専門医

図２：一度に複数の病変を治療します
図３：頭部の固定をプラスチックネットで行い、

多軌道の円弧状ビームで治療します。
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●心不全
●弁膜症
●虚血性心疾患
●不整脈
●先天性心疾患

循環器内科

主任診療科長
上野 耕嗣

脳神経内科

主任診療科長
冨保 和宏

●脳卒中
●認知症（アルツハイマー病・びまん性レビー小体病・前頭側頭型認知症など）
●神経難病（パーキンソン病・重症筋無力症・筋萎縮性側索硬化症など）
●てんかん
●リハビリテーション
上記以外にも幅広く神経疾患に対応させて頂きます。
筋電図・脳波・平衡機能検査などの生理機能検査等もご相談頂きたいと
思います。

うえの こうじ

とみやす かずひろ

主任診療科長
伊東 剛

主任診療科長
泉 学

いとう たけし

いずみ まなぶ

●内科初診外来
診断がついていない症候や健康問題
健診異常 生活習慣病 高血圧症 脂質異常症
臓器別でない包括的な切り口で診療＋専門医との連携

●開業医の先生方から病診連携室あてのご紹介に対し
“ホットライン電話”を設けて初療対応

●院内感染管理 外来における研修医教育
●不明熱 HIV感染症 睡眠時無呼吸症候群 ほか

総合内科

●感染症診療

●複合疾患全身管理

●海外渡航前などの特殊予防接種

●重症病態管理

上記のほか、救命センターカンファランスを開催しておりますので、
幅広く対応しております。

総合診療科

各診療科専門領域のご紹介

呼吸器内科

主任診療科長
仲地 一郎

●肺癌
●肺炎・胸膜炎
●間質性肺炎
●気管支喘息
●慢性閉塞性肺疾患

なかち いちろう

消化器内科

内科系診療部長
（兼）主任診療科長
田原 利行

●ウィルス性肝炎（Ｃ型・Ｂ型）

●炎症性腸疾患

●肝硬変

●肝細胞癌

上記以外も幅広く対応しています。

たはら としゆき
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糖尿病・内分泌内科

主任診療科長
友常 健

●糖尿病：1型糖尿病、2型糖尿病、二次性糖尿病など
●内分泌疾患：甲状腺、副甲状腺、下垂体、副腎、骨粗鬆症など
※トランジッション（移行期医療）も受け入れ可能です
（特別外来はありません）

●妊娠中・産後の管理：
1型糖尿病、2型糖尿病、妊娠糖尿病、内分泌疾患

●特殊外来：療養支援外来（看護外来）、透析予防外来（腎症外来）、
外来糖尿病教室

●栄養指導：エネルギー制限食指導、カーボカウント指導（基礎、応用）
●特殊検査：24時間持続グルコース測定（CGM）、

インスリンポンプ療法（CSⅡ）、SAP療法、
各種サンプリング（副腎、下垂体、副甲状腺、SACIなど）、
各種負荷試験など

ともつね けん

化学療法科

●消化器がんの化学療法

（食道がん、胃がん、膵がん、胆道がん、肝細胞がん、大腸がん等）

がん診療には、職種、専門領域を横断したチーム、総合力が必要

です。各診療科と連携を取りながら、外来化学療法を中心に取り

組んでいます。

また、がんゲノム医療連携病院として先進的な医療を行っています。

主任診療科長
行澤 斉悟
ゆきさわ せいご

腎臓内科

副院長
（兼）主任診療科長
大久保 泰宏

●腎臓検診異常の精査

●慢性腎臓病の治療方針決定

●ネフローゼ症候群

●急性・慢性腎不全

●透析導入

おおくぼ やすひろ

血液・リウマチ科

主任診療科長
増田 義洋

●造血器腫瘍
●造血障害
●出血傾向
●自己免疫性血球減少症

外来が常に混雑しておりご迷惑をおかけしておりますが、非常勤医師
による外来を開始しており、月～金まで専門医による外来診療が可能
となりました。

ますだ よしひろ

小児科

主任診療科長
高橋 努

●小児科全般
●先天性心疾患（先天性心疾患センターとして、心臓血管外科と
手術やカテーテルアブレーション等の連携が良好です）

●川崎病（患者数で栃木県1位、全国１４位です）
●てんかん（24時間ビデオ脳波が可能です）
●新生児（在胎28週から受け入れています、2018年から低体温
療法を導入しています）

●子ども虐待（虐待対策委員会でチームで取り組んでいます）
●乳児の血管腫の内服治療を行っています。
（皮膚科、形成外科と協力しながら診療しております。）

たかはし つとむ
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呼吸器外科

外科系診療部長
（兼）主任診療科長
田島 敦志

●肺癌

●気胸

●縦隔腫瘍、胸腺腫

●胸壁腫瘍

●胸部外傷

たじま あつし

整形外科

主任診療科長
岩部 昌平

●脊椎・脊髄外科：専門医が対応します。
●関節外科：加齢性障害、スポーツ傷害など多彩な障害に対応します。
●人工関節：すべての四肢関節に対応します。感染例、再置換等の
難治例の治療も行っています。

●手外科：専門医が対応します。
●外傷・骨折：他科と連携し多発外傷に対応します。変形治癒、
偽関節、感染など難治性骨折にも対応します。

●原発腫瘍・転移性腫瘍：他科、多施設と連携し対応します。

いわぶ しょうへい

一般外科

副院長
（兼）統括診療部長
（兼）地域連携部門長
（兼）主任診療科長
篠﨑 浩治

【専門領域】消化器外科・乳腺外科
【特長】
●良性疾患から悪性疾患まで、消化器疾患を中心に幅広く診療
●内視鏡診断から内視鏡治療、手術治療まで一貫して総合的に診療
●腹部外科救急疾患には、全例に責任を持って対応
●悪性疾患では、食道癌・胃癌・大腸癌・肝臓癌・膵腫瘍…等
良性疾患では、胆石症・鼠径ヘルニア…等

に内視鏡外科を施行

しのざき ひろはる

形成外科

主任診療科長
谷 裕美子

主に、体表面の形態や機能異常を治療する科です。

●外傷（熱傷、軟部組織損傷、顔面骨骨折など）

●体表の先天異常（副耳、合多指症など）

●腫瘍（皮膚・皮下腫瘍、良性軟部腫瘍など）

●形態再建（乳房再建など）

●その他（眼瞼下垂、ケロイドなど）

たに ゆみこ

脳神経外科

副院長（兼）
主任診療科長
中務 正志

●脳血管障害手術（脳動脈瘤・能動静脈奇形・動脈狭窄など）

●脳腫瘍手術（頭蓋底、脳室内など高難度腫瘍も含む）

●脳血管内治療（脳動脈瘤・頸動脈狭窄など）

●神経内視鏡手術（下垂体腫瘍・水頭症など）

●急性脳梗塞に対する血栓回収療法

●悪性脳腫瘍に対する化学療法

なかつかさ まさし
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産婦人科

主任診療科長
飯田 俊彦

●内視鏡手術（腹腔鏡、子宮鏡）

●不妊治療

●悪性腫瘍治療

●オーダーメイド分娩（自然分娩・和痛分娩 など）

いいだ としひこ

耳鼻咽喉科

主任診療科長
新田 清一

●耳科手術（鼓室形成術、人工内耳手術、アブミ骨手術など）

●聴覚医療（補聴器、人工内耳、小児難聴、耳鳴など）

●頭頸部腫瘍（手術、放射線治療、化学療法など）

しんでん せいいち

主任診療科長
橋詰 賢一

●大動脈瘤に対するステントグラフト治療

●急性大動脈解離への開胸及び

ステントグラフトを用いたハイブリッド治療

●右腋窩小切開による大動脈弁置換術

●僧帽弁形成術

●先天性心疾患も慶應大学等と連携し手術可能

はしづめ けんいち

心臓血管外科

眼科

主任診療科長
松原 忠之

●糖尿病網膜症

●ぶどう膜炎

●白内障

●網膜硝子体疾患

●緑内障

まつばら ただゆき

スタッフ
外山 雄一

●皮膚癌

●皮膚良性腫瘍

●アトピー性皮フ炎

●乾癬

●皮膚感染症

とやま ゆういち

皮膚科
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主任診療科長
谷村 慶一
たにむら けいいち

泌尿器科

主任診療科長
戸邉 豊総

●泌尿器癌（腎癌・膀胱癌・前立腺癌・精巣癌）の集学的治療

（手術・化学療法・放射線療法）

●前立腺癌に対するロボット支援手術（ダビンチ）

●副腎腫瘍手術（腹腔鏡手術）
+

●尿路結石治療（内視鏡レーザー手術、体外衝撃波破砕術）

●尿路性器外傷

とべ とよふさ

放射線科

【診断】

●画像診断（CT、MRI、RI、PET-CT、Xpなど）
● （外傷、出血、腫瘍の塞栓、透析シャント、末梢血管、生検や

ドレナージなど）幅広く対応しています。
・当科では三次救急病院の放射線科として24時間体制で院内の画像診断、
緊急IVRに対応しています。
・地域連携課を介して地域の先生方からの御紹介でCT、MRI、RI、 PET-CTを撮像、
レポート作成をさせていただいております。
地域の先生方と連携して、地域の患者様のお役に立ちたいと考えております。
御紹介宜しくお願いします。

診療科長
放射線治療センター長
柴山 千秋

しばやま ちあき

【治療】

●放射線治療全般
・根治治療から緩和治療まで、年齢・心身の状態・社会的背景・ご本人ご家族の
希望を考慮した治療を行っています。
・骨転移等によるがん性疼痛の多くに放射線治療は有効です。
がんによる出血や狭窄症状等の改善にも効果があります。
放射線治療の適応についてのご質問にも対応しておりますので、地域連携課を
介してご連絡ください。
・近年の緩和的放射線治療は以前より治療期間も短くなっており通院の負担も
減っています。通院が困難な方の場合には、治療期間のみ緩和ケア病棟に
入院して放射線治療を受けることも可能です。ぜひ ご相談下さい。

病理診断科

主任診療科長
尾原 健太郎
おはら けんたろう

●診断全般

（生検組織診・手術検体組織診・細胞診病理解剖）

＊慶應大学病院との連携により、診断の精度向上に努めています。

緩和ケア科

【緩和ケアと地域連携】

宇都宮生まれ。順天堂大学、自治医科大学、栃木県立がんセンターを
経て、2014年から当院勤務。麻酔科/集中治療/ペインクリニック、

漢方医学、心身医学の臨床経験を活かし、地域の先生方と連携して、
患者さんとご家族の身体と心のケアに努めます

主任診療科長
緩和ケアセンター長
粕田 晴之
かすだ はるゆき

緩和ケアセンターでは、がん患者さんやご家族の抱えるさまざまな苦痛を和らげることを目指し、緩和ケアに

関する３つの医療（緩和ケア外来、緩和ケアチーム、緩和ケア病棟）を行っています。

■緩和ケア外来：がんに伴う痛みなどの身体の症状や、がんの治療に伴う気持ちの辛さを和らげるため、

外来通院での緩和医療を提供します。医師の診察だけでなく、専門の看護師や薬剤師による相談も

受けられます。

■緩和ケアチーム：一般病棟に入院中の患者さんに対し、医師や看護師に加え、薬剤師や栄養士、公認心理士

ソーシャルワーカーなどの多職種によるチーム医療を提供します。

■緩和ケア病棟：痛み等つらい症状があり、在宅での療養が困難な患者さんに、入院での緩和医療を提供します。

つらい症状が緩和され、患者さん・ご家族が希望されるなら、在宅での生活に戻ることも可能です。13



健診診療科

主任診療科長
福田 実

主任診療科長
鈴木 禎

麻酔科

主任診療科長
植野 正之

主任診療科長
佐藤 耕一

ふくだ みのる すずき ただし

うえの まさゆき さとう こういち

救命救急センター長
（兼）主任診療科長代理
小倉 崇以

救急・集中治療科

おぐら たかゆき

●救急医療全般

（外傷・熱傷・急性中毒・ショック・心停止など）

●集中医療全般

（重症心不全・重症呼吸不全・敗血症・多臓器不全など）

●ＥＣＭＯ（心臓ＥＣＭＯ・呼吸ＥＣＭＯ・心肺蘇生）

●災害医療・危機管理医学

●病院前診療（ドクターカー）

●メディカルコントロール

●医療搬送

リハビリテーション科

精神科

超音波診断科

●超音波検査一般

●救急超音波、point-of-care ultrasound（POCUS）

●超音波医学教育

歯科（口腔ケア）

●口腔機能管理

主に周術期等および化学療法、放射線療法を行う当院

入院患者さんを対象に、口腔ケアに特化した診療を

行っております。その他入院中の患者さんの義歯調整、

抜歯など依頼に応じて随時対応しております。

宇都宮市歯科医師会からの協力のもと診療を行っております。

主任診療科長
亀田 徹
かめだ とおる

宇都宮市歯科医師会会長

北條 茂男
ほうじょう しげお
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診療部各科外来担当医師表 Aブロック 2022年6月1日現在

15

　　※当日・翌日の予約変更はできません

　　　　　   ＊空白の枠は休診となっております。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

am
初診・再診
小村　賢祥

初診
交替制*

一般
伊東　　剛

一般
伊東　　剛

血液
中島　広大*

pm
糖尿病

横山　水映*
循環器

上野　耕嗣
循環器（第2・4）

寺本　洋之*
循環器

森　　健支

am
循環器

西田　裕明*
循環器

下地　顕一郎
循環器

岩堀　浩也
循環器

古瀬　領人
循環器

上野　耕嗣

pm
循環器

横田　裕之
循環器

下地　顕一郎
循環器

野間　重孝
循環器

吉島　信宏
循環器

八島　史明

am
消化器

深澤　弘行
消化器

田原　利行
消化器

千嶋さやか
消化器

齋藤　友哉
消化器

堀江　知史

pm
消化器

第1・3・5/第2・4

田原／坂本

消化器
猪口　和美

消化器
石山　涼子

消化器
種本　俊

am
糖尿病

齋藤　大祐
脳神経内科
大島　壮生

腎臓
菊地　隆之

認知症外来・神経
腎臓

山中真理子

pm
腎臓

大久保泰宏
腎臓

山中真理子
腎臓

大久保泰宏
腎臓

深澤　佑介

am
脳神経内科
冨保　和宏

再診
伊東　　剛

脳神経内科
吉井　雅美

脳神経内科
市川　誉基

脳神経内科
水野　昌宣

pm
脳神経内科
吉井　雅美

内科
今井　　明

内科
今井　　明

内科
今井　　明

脳神経内科
大島　壮生

am
初診

伊東　剛
初診

今井　　明
初診

小村　賢祥
初診

今井　　明
初診

岡部　太郎
初診・再診

交替制

pm
一般

泉　　学

am
初診

菊地　隆之
初診

長江　篤季
初診

中澤　征人*
初診

鈴木　有大*
初診

水野　弘士*
初診・再診

交替制

pm
初診

鈴木　有大*

am
初診

市川　誉基
初診

鎌田　桂依
初診・血液
井手　史朗*

初診
内田　智也

初診
長島　弘明

初診・再診
交替制

pm

am
呼吸器化学療法

（予約制）

荒井　大輔

pm

am
血液

増田　義洋
血液

佐藤　一也*
膠原病リウマチ

前澤　玲華*
血液

増田　義洋

膠原病リウマチ

宮尾　智之*
初診・再診

交替制

pm
血液

増田　義洋
血液

佐藤　一也*
血液

増田　義洋

膠原病リウマチ

宮尾　智之*

am
糖尿病

菅家さやか
糖尿病

岡田　健太*
糖尿病

佐久間　純
糖尿病

友常　　健
糖尿病

山下　裕美子
初診・再診

交替制

pm
糖尿病

友常　　健
糖尿病

岡田　健太*
糖尿病

友常　　健
呼吸器

仲地　一郎

am
再診

大髙　由美*
再診

深澤　佑介
再診

廣澤　孝信*
再診

齋藤　聡
再診

河野　勲

pm

am
再診

林　有紗*
再診

小澤　拓矢
再診

黒岩　祐哉*
再診

瀧宮　龍一*
再診

坂本　智哉

pm
禁煙外来
交替制

注）＊のついている医師は非常勤医師です。
　　初診受付は8:30～11:00です。
　　土曜日の初診は紹介状持参の方のみとなります。

20

外来 25

外来

外来 27

外来 23

外来 24

外来 26

 　内　　科

外来受付Ａ
・TEL　028(626)5645　(予約変更専用)　PM1:00～5:00 (月～金)

・TEL　028(626)5560　(問合せ等)　PM3:00～5:00の間 (月～金)

＊括弧内の数字は第何週であるかを示しています。

16

外来

15外来

22

外来

13

12

外来

外来

14

外来

21

外来



診療部各科外来担当医師表 Bブロック 2022年6月1日現在

　　※当日・翌日の予約変更はできません

    ＊空白の枠は休診となっております。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

am
再診

戸邉　豊総
初診・再診
戸邉　豊総

※セカンドオピニオン

（予約制・第4）

戸邉　豊総

pm
再診

戸邉　豊総
再診

戸邉　豊総

am
初診・再診
鎌迫　智彦

初診・再診
善当　将也

初診・再診
白石　杏奈

初診・再診
石橋　武大

初診・再診
高　浩林

初診・再診
交替制

pm
再診

高　浩林

am
再診

善当　将也
再診

石橋　武大
再診

始関　貴大
再診

始関　貴大
再診

鎌迫　智彦
再診

交替制2

pm
再診

鎌迫　智彦
再診

鎌迫　智彦

am
再診

始関　貴大
再診

白石　杏奈
再診

交替制
再診

高　浩林
再診

石橋　武大
再診

戸邉　豊総

pm
再診

善当　将也

am
交替制 松原　忠之 松原　忠之 松原　忠之

pm
松原　忠之 松原　忠之

am
新井　亜由美* 横塚　奈央*

初診
交替制 城山　朋子*

初診
交替制

pm
新井　亜由美* 横塚　奈央* 城山　朋子*

am
山﨑　駿* 森　春樹 森　春樹

pm
山﨑　駿* 森　春樹 森　春樹

am
初診

岩部　昌平

初診

（脊椎脊髄病）

加藤　匡裕

初診

(肩関節外科)

大木　聡

初診
（膝関節外科）

森重　雄太郎

初診

第１・３・５／第2・4

梅津／水越

初診
交替制

pm
手 外科外来
岩部　昌平

脊椎脊髄病外来

(第1・3)

加藤　匡裕

am
再診

（膝関節外科）

森重　雄太郎

再診

(上肢の外科)

大木　聡

再診
木村　圭吾

脊椎脊髄病外来

(予約制)

加藤　匡裕

股関節(第3)

吉田　　宏*

肩の外来(第1･3)

(予約制)

松村　昇*

pm
人工関節外来
森重　雄太郎

再診
木村　圭吾

脊椎脊髄病外来

(第1・3・5／予約制)

加藤　匡裕

am
再診

梅津　太郎
再診

水越　諒

脊椎脊髄病外来

(予約制)

加藤　匡裕

再診
交替制

pm

人工関節外来/乳幼児股

関節外来（第2・4）

梅津　太郎

再診
水越　諒

am
再診

中村　宗一郎
初診・再診

交替制
再診

黒澤　正義
再診

岩部　昌平
再診

相原　憲行

pm

股関節（第2）

転移性腫瘍外来(第3)／

足の外科(第4)

濱野*／岩部／竹島*

再診
岩部　昌平

am
初診・再診
柴山　千秋

初診・再診
柴山　千秋

再診
柴山 千秋

初診・再診
柴山 千秋

再診
荒川　和清

pm
初診・再診
柴山　千秋

初診・再診
柴山　千秋

再診
16:00～※

柴山 千秋

初診・再診
柴山 千秋

再診
荒川　和清

am
初診・再診
小森　承子

初診・再診
小森　承子

再診
小森　承子

初診・再診
小森　承子

pm
初診・再診
荒川　和清

初診・再診
小森　承子

初診・再診
小森　承子

再診
小森　承子

初診・再診
小森　承子

外来 48

注）初診受付は8:30～11:00です。
　　＊のついている医師は非常勤医師です。
　　・泌尿器科　初診の受付は10:30までです。
　　　　　　　　午後は予約の方のみの受付です。
　　　　　　　　30番診察室の※は、セカンドオピニオンで、予約制となります。
　　・眼　　科　木曜日は初診の方のみとなっており、初診の受付は10:00までです。
　　　　　　　　土曜日は初診の方のみとなります。
　　・放射線科　放射線科は予約制となっております。
　　　　　　　　※はセカンドオピニオンで、予約制です。

 　泌尿器科

外来受付Ｂ
・TEL　028(626)5645　(予約変更専用)　PM1:00～5:00 (月～金)

・TEL　028(626)5561　(問合せ等)　PM3:00～5:00の間 (月～金)

外来 43

＊括弧内の数字は第何週であるかを示しています。

外来 44

外来

外来 30

34

31外来

外来 32

 　眼　　科

外来 33

外来

 　放射線科

外来 47

外来 35

外来 36

42

 　整形外科

41

外来

16



診療部各科外来担当医師表 Cブロック 2022年6月1日現在

　　※当日・翌日の予約変更はできません

　　　　　　 ＊空白の枠は休診となっております。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

am
初診

吉政　佑之
初診・再診
土谷　美和

初診
交替制

初診
鈴木　紫穂

初診
藤田　久子

初診(紹介状必須)

交替制

pm
再診

藤田　久子

am
初診／再診

第1・3・5／第2・４

前川／飯田

初診
緒方　泰彦

再診
緒方　泰彦

再診
近藤　壯

初診
交替制

pm
更年期・思春期外来

加藤　直子*

am
再診

第1／第２・３・４・５

飯田／細川

再診
關　史子

再診
鈴木　紫穂

再診
佐藤　祐一

再診
前川　祐樹

pm

外来 54 am
特殊外来
交替制

特殊外来
交替制

am
齊藤　克也

pm

am
中務　正志

初診
交替制 真栁　圭太 中務　正志 稲桝　丈司 宮田　貴広

pm
脳脊髄液減少症外来

稲桝　丈司

てんかん外来

（第３）

荻野　雅宏*

am

pm

am
乳腺外来

豊田　知香*
再診

鈴村　博史
化学療法外来
行澤　斉悟

再診
木全　　大

再診
磯部　雄二郎

pm
再診

木全　　大

am
初診・再診
鯨井　大

初診・再診
篠﨑　浩治

初診・再診
木全　　大

初診・再診
笹倉　勇一

初診・再診
寺内　寿彰

初診・再診
交替制

pm
セカンドオピニオン

篠﨑　浩治
セカンドオピニオン

木全　大

am
再診

篠﨑　浩治
再診

寺内　寿彰
乳腺外来

塚原　大裕
乳腺外来

塚原　大裕
再診

小林　健二

pm
セカンドオピニオン

篠﨑　浩治
外科手術
鯨井　大

外科手術
鯨井　大

am
再診

松本　健司
乳腺外来

古川　潤二
乳腺外来

菅家　大介*
乳腺外来

古川　潤二
再診

笹倉　勇一

pm
乳腺外来

古川　潤二
乳腺外来

古川　潤二

am
予約制

ｽﾄｰﾏｹｱ外来
予約制

ｽﾄｰﾏｹｱ外来
予約制

ｽﾄｰﾏｹｱ外来
予約制

ｽﾄｰﾏｹｱ外来
予約制

ｽﾄｰﾏｹｱ外来

pm
予約制

麻酔科外来
予約制

麻酔科外来
予約制

麻酔科外来
予約制

麻酔科外来
予約制

麻酔科外来

64

注）＊のついている医師は非常勤医師です。
　　初診受付は8:30～11:00です。
　　・婦　人　科　土曜日の初診は紹介状持参の方のみとなります。
　　・脳神経外科　初診の受付は10:30までです。月曜午後は予約制です。
　　　　　　　　　火曜日は初診の方のみとなります。第３火曜日の午後は予約の方のみです。
　　・外　　　科　セカンドオピニオンは予約制となります。
                           乳腺外来は月～木曜日のみとなります。火曜日は乳腺外来の初診はありません。
　　・麻　酔　科　麻酔科は予約制となっております。診察は午後が15：00～16：00です。

66外来

67外来

外来

外来 65

外来 61

外来

 　脳神経外科

53

外来 60

 　外　　科

63

外来 60

51外来

52外来

外来

 　婦人科

外来受付Ｃ
・TEL　028(626)5645　(予約変更専用)　PM1:00～5:00 (月～金)の間

・TEL　028(626)5571　(問合せ等)　PM3:00～5:00の間 (月～金)

＊括弧内の数字は第何週であるかを示しています。
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診療部各科外来担当医師表 Dブロック 2022年6月1日現在

　　※当日・翌日の予約変更はできません

＊空白の枠は休診となっております。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

am

pm
第1（神経）

高橋　孝雄

am
呉本　尚樹 高橋　吾朗 友岡　俊 吉川　遥菜 内田　登

pm

第1・3／第2・4・5

(小児外科)／(フォロー)

鈴木／吉川

肝臓･予防接種
交替制

フォロー
桂　美遥

内分泌
水野　裕介

予防接種
交替制

am
高橋　　努

～10：30/10：30～

高橋／桂 高橋　努 桂　美遥 吉川　遥菜 交替制

pm
心臓

高橋　　努
奇数月第3（呼吸）

菊池　信太郎*
心臓

水野　風音
内分泌

内田　登
乳児健診
交替制

am
内田　登 水野　風音 水野　裕介 水野　裕介 水野　風音 交替制

pm
第１（腎臓）

本田　雅敬*

フォロー

第1・3／第2・４

友岡／高橋

第2・3・5／第４

(フォロー)　(内分泌)

呉本／石井*

乳児健診
交替制

am
杉原　夏子* 藤田　悦子* 小林　由起子*

pm

am
外山　雄一 外山　雄一 外山　雄一 外山　雄一 外山　雄一

紹介患者のみ

（第1･3）

外山　雄一

pm
検査・手術
外山　雄一

検査・手術
外山　雄一

検査・手術
外山　雄一

am
宇野　嘉良子 谷　裕美子 土屋　裕一 土屋　裕一 交替制

予約・初診のみ

（第１・３・４）

交替制

pm

am
再診

交替制
再診

布施　慈光
再診

佐藤　陽一郎
再診

新田　清一
再診

交替制

pm
再診

布施　慈光
14:00～

セカンドオピニオン

再診
新田　清一

am
再診

宗　大貴
 再診

交替制
再診

上野　真史
再診

交替制

pm
再診

宗　大貴
再診

上野　真史

am
初診

布施　慈光
初診

笠原　健
初診

上野　真史
初診

宗　大貴
初診

佐藤　陽一郎
初診

交替制

pm
再診

笠原　健
再診

宗　大貴

am
再診

佐藤　陽一郎
予約制

新田　清一
再診

布施　慈光

pm
再診

佐藤　陽一郎
再診

笠原　健

am 補聴器リハビリ 補聴器リハビリ 補聴器リハビリ 補聴器リハビリ 補聴器リハビリ

pm 補聴器リハビリ 補聴器リハビリ 補聴器リハビリ 補聴器リハビリ 補聴器リハビリ

外来 87

外来
D1
D2
D3

注）＊のついている医師は非常勤医師です。
　　初診受付は8:30～11:00です。
　　・小　児　科　各週ごとに変動があります。
　　・皮　膚　科　土曜日の診察は第1･3のみで、紹介状持参の方のみとなります。
　　・形　成　外　科　土曜日は予約・初診の方のみとなります。第2･5土曜日は休診となります。
  　 ・耳鼻咽喉科　初診は紹介状持参の方のみとなります。セカンドオピニオンは予約制となります。
　　　　　　　　　土曜日の再診・補聴器リハビリはありません。

 　皮膚科

外来 81

86

外来 82

 　形成外科

外来 83

 　耳鼻咽喉科

外来 84

外来 85

外来

外来 72

外来 73

外来 74

＊括弧内の数字は第何週であるかを示しています。

 　小児科

外来 71

外来受付Ｄ
・TEL　028(626)5645　(予約変更専用)　PM1:00～5:00 (月～金)の間

・TEL　028(626)5572　(問合せ等)　PM3:00～5:00の間 (月～金)
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診療部各科外来担当医師表 Eブロック 2022年6月1日現在

　　※当日・翌日の予約変更はできません

　　　　　　 ＊空白の枠は休診となっております。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

am 伊東　　剛 伊東　　剛

pm
CAPD

大久保泰宏
第2・4

遺伝子外来

外来 92 pm
初診／再診
仲地　良子*

am
再診

佐藤　耕一
再診

佐藤　耕一
心理

佐藤　耕一
再診

佐藤　耕一
第2・初診
佐藤　耕一

再診
佐藤　耕一

pm
認知症外来
佐藤　耕一

再診
佐藤　耕一

心理
佐藤　耕一

初診
佐藤　耕一

第2・再診
佐藤　耕一

am 塙　龍太郎
第1・4・5

予約制
塙　龍太郎

pm 予約制

am 田島　敦志 田島　敦志

pm 田島　敦志

外来 96 pm
セカンドオピニオン

田島　敦志

外来 94 pm
14:00～

粕田　晴之

外来 96 pm
15:00～

粕田　晴之

外来 94 pm
第2・4
福田　実

外来 93 am

外来 94 am
10:00～

篠田　裕美*

am 荒井　大輔 岡森　　慧

pm

am 馬塲　里英 仲地　一郎 馬塲　里英 高橋　秀徳

pm 高橋　秀徳

am
デバイス（第2・3）

中神　理恵子

pm 交替制 髙木　秀暢

am
ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ（第1～4）

中神　理恵子

pm 橋詰　賢一 橋詰　賢一

am
ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ（第1～4）

中神　理恵子

pm 森　光晴 交替制

am 鈴木　紫穂 前川　祐樹 飯田　俊彦 藤田　久子 關　史子

pm 産後2週間健診 産後2週間健診 産後2週間健診

am 土谷　美和 助産師外来 佐藤　祐一 吉政　佑之 緒方　泰彦

pm 産後２週間健診 産後２週間健診 産後２週間健診 産後１ヶ月健診

外来 99 pm
胎児超音波外来

名取　道也

am
第2･4

糖尿病療養
支援外来

糖尿病療養
支援外来

糖尿病療養
支援外来

糖尿病療養
支援外来

腎症外来/
糖尿病療養
支援外来

pm 腎症外来
糖尿病療養
支援外来

糖尿病療養
支援外来

94

95外来

外来 96

 　呼吸器内科

 　内科（緩和ケア）

外来 95

外来

 　内科（一般）

注）＊のついている医師は非常勤医師です。
        初診受付は8:30～11:00です。
　　・特殊外来　　　　CAPDと遺伝子外来は予約制となっております。

　　・呼吸器外科　　   ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｵﾝ外来は予約制です。また、お薬と診察の受付は月･水･金曜日のみとなります。
　　・産科　　　　　   当院でのお産をご希望の方は、ご来院前にお電話にてご相談ください。
　　・心臓血管外科  　 診察の受付は水・金曜日の12:00～14:30となります。診察の開始時間は13：30～です。

  　・心臓血管外科    　初診の方は紹介状をお持ちください。下肢動脈閉塞紹介は循環器内科で担当いたします。
　　　　　　　　　　　ペースメーカー紹介初診は金曜日午前中のみとなります。また、第5金曜日の診察はありません。
　　・精神科　　　　   精神科は予約制となっております。
　　・緩和ケア科　　　緩和ケア科は予約制となっております。

　　・呼吸器内科　　　呼吸器内科は予約制となっております（再診の方のみ）。

 　心臓血管外科

 　看護外来

 　産　　科

98外来

外来 94

外来 96

外来 97

外来　95

相談室

 　呼吸器外科

外来

 　特殊外来

外来受付Ｅ
・TEL　028(626)5645　(予約変更専用)　PM1:00～5:00 (月～金)の間

・TEL　028(626)5643　(問合せ等)　PM3:00～5:00の間 (月～金)

＊括弧内の数字は第何週であるかを示しています。

93

 　精神科

91外来
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月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

am 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制

pm

am 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制

pm 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制

am
交替制 行澤　斉悟 交替制 行澤　斉悟 行澤　斉悟

pm
行澤　斉悟 行澤　斉悟 行澤　斉悟 行澤　斉悟 行澤　斉悟

注）初診受付は8:30～11:00です。
　　・麻酔科　　　　麻酔科は予約制となっております。診察は午前が10:00～12:00です。
注）・歯科　　　　　歯科は予約制となっております。
　　・化学療法内科　化学療法内科は予約制となっております。

　予約変更・問合せ：TEL 028(626)5645 (直通) / AM 9:00～17:00 (月～金）

 　麻酔科

南館１階

入院サポート
センター
<PFM>

   化学療法内科

化学療法
センター

 　歯科

口腔ケア
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認知症疾患センターのご案内

当院は、宇都宮市における3次救急を担う病院として地域医療に従事して参りました。栃木県において、
認知症疾患対策の充実を図るため、平成29年4月1日より、認知症疾患医療センターの指定を受けてお
ります。地域における認知症の専門医医療機関として、認知症の早期発見、診断と治療、医療と介護の
連携強化を図ることにより、その方にあった治療を行い、尊厳を保ちながら、その人らしく生きることが出来
るように、本人ならびにご家族の支援を行います。

・診察はご家族（もしくはご本人）からのお電話による完全予約制となっております。

認知症の患者さんのご紹介について

認知症疾患
センター 028-680-7010 （受付時間：月～金 午後２～4時）

先生方へのお願い

・診療情報提供書をお渡しいただき、ご家族（もしくはご本人）より上記にてご予約をとっていただくよう
ご案内をお願いいたします。
→予約後、事前に記入いただく問診票と予約票をご自宅に郵送いたします。
（詳細はご予約のお電話の際に相談員より説明させていただきます。）

認知症の総合診断

①問診：医師の診察前に、看護師がご家族、支援者の方、ご本人に日頃の様子をお伺いします。

②診察：認知症専門医がご本人を診察し、ご様子を伺います。

③検査：診察後、頭部MRIや血液検査、尿検査等、必要な検査を行います。

④結果のお知らせ：後日、検査結果をお伝えし、今後の療養方針についてのご提案をいたします。

ご紹介頂いた先生方には、診療結果を診療情報提供書にてご報告いたします。

先生方へのお願い

・診療の結果、今後の診療を紹介元の先生へお願いし、半年（もしくは1年）に1度のフォローアップを
当院で行うとなった場合、下記の点についてご協力いただきますようお願いいたします。

①当院から指示のありました次回外来日が近くなりましたら、ご家族（ご本人）より、上記認知症
疾患センターへお電話を頂き予約をとっていただくようご案内をお願いいたします。

②当院が逆紹介してから先生方にフォローして頂いていた経過につきまして、診療情報提供書を
いただきますようお願いいたします。
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